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古くから日本人に親しまれてきた桜「サクラ」であるが，

日本には 9 種のサクラが野生する 1）。そのうち，九州から本

州中部の低山で最も目につくサクラは，日本の固有種である

ヤマザクラである。桜の名所，奈良県の吉野山の桜もヤマザ

クラである。ヤマザクラは幹の直径が１ｍを，高さが 10m を

越えるまで成長する落葉高木で，巨樹になり，長寿な種であ

る。陽樹であり，適潤またはやや乾燥する肥沃な深層土を好

み，尾根筋またはこれに接する斜面に多い。浅根性で煙害，

大気汚染，剪定には弱いものの，根株の萌芽力は強い 2）。材

は切削や加工性が良いため家具や建築材に，樹皮はいわゆる

樺細工に用いられる。また，花は観賞用として趣深いため，

公園や庭園の修景木としても利用価値が高い 1）。 

 一般的にサクラ類の増殖には，つぎ木増殖が主に用いられ

るが，例えば，病気のないつぎ木用台木を大量に生産する場

合，遺伝子撹乱の防止，品種の分化や成因を明らかにするた

めの交配種の育成などの際には実生増殖が必要となる。その

ためヤマザクラをはじめとするサクラ類の結実・実生増殖・

発芽生理に関する情報はよく蓄積されている 3）。 

ヤマザクラの果実は直径約１cm の球状で，隔年で豊凶作年

があり，熟すと黒紫色となる。種子は開花後 50～60 日が経過

すると，外果皮色に関係なく十分に発芽能力を持つ。また，

果肉には発芽抑制物質が含まれるため，発芽のためには種子

を水洗して果肉を除去する必要がある。このように調整した

種子の貯蔵には，短期であれば地中埋蔵か保湿状態で低温（0

～3℃）に貯蔵するのが望ましいが，長期の場合は種子の含水

率を 13～15％に低下させた乾燥状態で低温に貯蔵する必要

がある。なお，貯蔵温度は 5 度以上で発芽する可能性がある

こと，高温あるいは急激な乾燥は発芽率を下げることに注意

する必要がある。種子の休眠打破には 15℃以下の低温が必要

で，特に 60 日以上の冷処理やジベレリン処理により発芽促進

効果が期待される。そのため，関東地方の場合，冷処理しな

い種子では 2 月上旬～下旬，冷処理した種子では 2 月中旬～4

月上旬がまき付けの適期となる。なお、翌年の発芽を期待す

る秋まきの場合は，夏期の高温害や、サクラ類の種子は大き

いため虫害がよく発生することを考慮すると 6)，冷処理して

いない種子を 10 月上旬～11 月下旬に播種するとよい。 

また、果実は結実期である 6 月から 7 月にかけては，森林

での結実樹種数が少ないこともあり様々な野生動物の食物資

源として重要な存在となる 4），8）。一方，ヤマザクラにとって

も，これらの果実食の動物の多くが種子散布者として機能す

ることからも 5），ヤマザクラの果実をめぐっては多様な生物

間相互作用が存在することが知られる 7）。 

ヤマザクラは葉が開き始めると同時に開花し葉桜になるた

め，花が美しいソメイヨシノに比べ風雅があり，古くから人々

にその葉や花が好まれるとともに，文化に様々な影響を与え

てきた 1）。一方，果実は多くの動物たちに利用されているこ

とからも，ヤマザクラは人々や動物にとって無くてはならな

い存在といえるであろう。 
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写真-1 成熟した果実（加藤元樹 撮影） 

 



 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

山の中に点々と位置し、開花するヤマザクラ

山の中で開花するヤマザクラ 

多くの果実が結実している様子 

果実の外果皮色の変化 

テンの糞に含まれた種子 




